
ー LIFEを応援する方法 ーー LIFEを応援する方法 ー

●  クレジットカード﻿決済
●  ソフトバンクポイント
●   PayPal

●  直接振り込む場合
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2 会員になる

寄付する

参加する

ゆうちょ銀行　０１９支店
当座預金 ０４００５９０

【ゆうちょ記号番号】
 ００１８０－９－４００５９０
 特定非営利活動法人地球の友と歩む会

当会へのご寄付は
寄付金控除等の
対象となります

当会へのご寄付は
寄付金控除等の
対象となります

※領収書の発行を希望される方は必ず事務局までご連絡下さい

●  正  会  員　　 ﻿個人：12,000円　/　団体20,000円
●  賛助会員 　 【﻿ 個人・団体 】6,000円

〈 年会費 〉

※賛助会費のみ寄付金控除等の対象となります
※正会員に入会したい方は事務局までご連絡下さい

3

●   モノを集めて送る
未使用の切手・使用済みの切手・ハガキ・
海外のコインや紙幣・日本の古銭・金券・
本・DVD・CD・ゲーム・貴金属・ジュエリーなど 詳細はこちら

●   ボランティアやイベントに参加する

https://life-ngo.peatix.com/ 詳細こちら  ▶

地球と共に生きる
未来をつくる。
地球と共に生きる
未来をつくる。

認定NPO法人認定NPO法人

～水・緑・人で国際協力～～水・緑・人で国際協力～
地球の友と歩む会/LIFE地球の友と歩む会/LIFE

この冊子は千代田区社会福祉協議会：ボランティアグループ広報活動支援助成金によって作成しました

詳細はこちら

決済はこちら

インドネシア：スンバ島東部で撮影インドネシア：スンバ島東部で撮影

1999年
NPO法人地球の友と歩む会として独立

2021年
認定NPO法人格を取得

1986年
アジア協会アジア友の会東京事務所として設立

沿革

情報発信

@life.ngo@life_insta_official@lifetokyo
地球の友と歩む会
ち ゃ ん ね る

1990年 / 1992年
インドと交流を開始  /  スンバ島と交流を開始

認定NPO法人地球の友と歩む会/LIFE
〒102-0071 東京都千代田区富士見2-2-2 東京三和ビル503
●TEL: 03-3261-7855   ●MAIL: life@earth-ngo.jp 
●FAX: 03-3261-9053   ●HP: https://www.earth-ngo.jp/

支援実績

ー  国際協力がしたい  ーー  国際協力がしたい  ー

☑  インドで農業支援をした住民が延べ6,000人に到達
☑ スンバ島で農業研修に参加した住民が200人に到達
☑  ス ン バ 島 で 植 林 し た 苗 木 が 約 3 5 万 本 に 到 達

この想いを同じくする市民が集まってLIFEは設立されました。この想いを同じくする市民が集まってLIFEは設立されました。

※2024年度時点

https://earth-ngo.jp/volunteer/donation/#4PayPal
https://earth-ngo.jp/volunteer/donation/#4PayPal
mailto:life@earth-ngo.jp
https://www.earth-ngo.jp/


インド共和国
タミルナドゥ州
インド共和国
タミルナドゥ州

地球の友と歩む会

地球の友としていま私が出来ることをする
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水・緑・人で国際協力

私たちとビジョンを共有する現地NGOと
協力し「水・緑・人」をテーマに支援します。

現地の問題は現地に住む人々が解決する

インドとインドネシアの人々が自然と
共生し自立して暮らせる社会を目指します。

ビジョン

ミッション

支援方針

活動詳細 ▶

インドネシア共和国
スンバ島  東部
インドネシア共和国
スンバ島  東部

解決したい問題解決したい問題

☑  １年を通して農業が出来ない

　インドの人たちと一緒に
　支援活動を行います。

●  動植物などを活用した農業や   
      収穫物の加工研修

●  村の中で女性が働けるように　
        就労支援や技能研修の実施  

LIFEが行う支援LIFEが行う支援

☑   水の確保が難しい

　インドネシアの人たちと
　一緒に支援活動を行います。

●  動植物などを活用した農業の
      研修や給水の支援

●  自然環境の回復を目指す
　  植林の実施　

LIFEが行う支援LIFEが行う支援

LIFEの支援を受けた
スンバ島のヤングランタさん

キャベツ、ほうれん草、
白菜、インゲンなどを
育てることができました！

今年は稲が不作だったので
野菜を売ることができて
とても助かりました。

■過去に助成を頂いた団体（敬称略・順不同）
外務省【日本NGO無償資金協力】・国土緑化推進機構【緑の募金】・ゆうちょ財団・日中友好会館・
味の素ファンデーション・日本労働組合総連合会【愛のカンパ】地球環境基金など

仕事を求めて村の外にでることをタブー視する
風習のために、村に仕事がなければ女性は働き
たくても働けないでいます。

井戸などで水を確保できない期間、生活のために
農家の男性は日雇い労働を求めて町へ行きます。

☑  村の外で女性は働くことが難しい ☑ 主食の作物しか栽培出来ないと思い込んでいる

雨期が1年で２～３カ月しかなく井戸がない家庭は
水汲みに片道２時間かかるなど水は貴重です。

主食のトウモロコシや米以外を栽培することは
自分たちにはムリだと思い込んでいる方が多く
野菜の栽培は諦めている人がいます。

解決したい問題解決したい問題

などなど


